
　富山県議会議員としての3期目の任期も残すところわずかとなりました。
　3期目の任期が始まり、1年も経たない中、国内で新型コロナウイルスの感染者が初確認されました。つまり任期中のほ
とんどが新型コロナウイルスとの闘いとなったわけです。議会としても、病床確保や休業要請などに伴う事業者や生活困窮
世帯への経済支援、学校現場での学びの確保など、現場の声を届け、実現することができたと考えています。
　5月8日からは新型コロナウイルスの感染症分類の見直しがなされ、コロナとの闘いは新局面を迎えることになりました
が、他方で、これまでも社会において最大の課題とされ続けてきた人口減少・少子化の問題が改めてクローズアップされ
るなど、日本の社会は依然として大きな危機のもとにあると言えます。
　教育や子育て支援には抜本的な転換が求められており、子どもや家庭が抱える多様な困難や願いを捉え、個別に寄り
添う対応が求められています。
　誰もが安心して暮らせる社会をつくる。誰もが持てる力や可能性を発揮できる社会をつくる。そして、誰もが、勇気と自信
をもって一歩前に踏み出せる社会をつくることができれば、それは、人口減少時代における地域発展の基盤となり、射水
市・富山県の無限の可能性を解き放つ原動力になると思っています。
　そんな社会の実現に向けて、今後とも努力を積み重ねていきますので、皆様方には、引き続きご指導ご鞭撻賜りますよう
にお願いいたします。

〈略歴〉
生年月日／昭和 50 年１月 20 日生まれ
住　　所／射水市三ケ
経　　歴／小杉小学校、小杉中学校、高岡南高校、
　　　　　東京都立大学経済学部卒業
家　　族／妻、長男（大学１年）、次男（高校１年）

平成 ９ 年４月  富山県庁入庁
ロシア・ウラジオストク派遣留学、広報課、高齢福祉課では
特別養護老人ホームの待機者対策などの施策に取り組む。
平成 22 年９月  富山県庁退職
平成 23 年４月  富山県議会議員に初当選（現在３期目）

幸せな未来のために
“真っ直ぐに”
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子ども食堂の営業許可不要・手数料
廃止を実現

射水市フットボールセンター開設を
側面支援

太閤山ランドの魅力向上に取り組
んでいます

未来を支える人材育成に向けて教育環境整備を要望し実現

条件の劣悪な農地への分厚い支援
を実現

疲弊する飲食店への支援の上乗せなどを実
現

車椅子バスケットボール
チームの練習場所確保問
題に取り組む

（県議会での論戦）
（永森）太閤山ランドのリニューアルに取り組みべき
→（知事）官民連携して、魅力向上策の実現に向け努力する。
（永森）射水ベイエリアに民間活力を導入し魅力向上に取り組むべき。
→（部長）民間活力活力導入は有効であり、魅力向上や賑わい創出に努力する。
（永森）県立大学におけるデータサイエンス教育を促進せよ
→（部長）データサイエンスを学べる新学部の整備に取り組む。
（永森）園芸振興など農業の成長産業化に取り組め
→（知事）園芸など高収益農業にチャレンジする生産者を積極的に応援する。

県立高校普通教室の空調整備率

県立高校のトイレ洋式化

　一人ひとりが自分なりの幸せを見つけ、たくましく生き抜く力を身につけられる教育の実現を目指します。
　教育のデジタル化を推進し、個別最適な教育の実現に取り組みます。
　部活動の地域移行の円滑化に取り組み、少子化の中にあっても、子どもたちに多くの選択肢が与えられる環境整備
　に取り組みます。
　人生のどこかで目的意識を持って懸命に学ぶ期間が必要です。でも、それは学校だけとは限りません。学び直しの 
　機会の確保に取り組みます。

　持続可能な公共交通を構築し、誰もが自由に移動ができ、質の高い生活を実現できるように取り組みます。
　不登校、いじめ、貧困、虐待などの生きづらさを感じる子どもたちが増えています。児童相談所の機能強化など相 
　談体制の充実に取り組みます。
　誰もが安心して暮らせるように、通学路の安全対策、集中豪雨・豪雪対策など社会インフラの整備に取り組みます。
　コロナの影響により、経済は厳しい状況が続いています。傷んだ経済を立て直す施策の充実に取り組みます。

　里山、野、海。射水市の可能性は無限大。富山県と射水市をつなぎ、そのポテンシャルを開花させるために全力で 
　取り組みます。
　美しく豊かな農地や里山を後世につなげるために、農業の基盤整備や農家所得向上に取り組みます。
　今、地域に空き家が増えています。空き家の利活用や循環を進めるとともに、古き良き景観を守っていきます。
　デジタルなど新しい技術を活用し、また、学生など、まちづくりの新たなプレイヤーが育つ環境をつくり、街の  
　賑わいを取り戻します。



問 
高
校
の
あ
り
方
と
教
育
の
諸

問
題
に
つ
い
て

問 

農
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て

問 

富
山
湾
の
活
用
に
つ
い
て

　県
立
学
校
の
適
正
規
模
は
４
学
級
以

上
と
さ
れ
て
お
り
、安
易
に
３
学
級
の
学

校
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が

ど
う
か
？

（
教
育
長
）

全
県
的
な
視
野
か
ら
特
色
あ
る
教
育
活

動
の
展
開
が
期
待
で
き
る
な
ど
、特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
は
、例
外
的
に
３
学
級

以
下
で
あ
っ
て
も
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
。

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。教

育
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
専
門
職
を

民
間
登
用
す
る
な
ど
体
制
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
。

（
教
育
長
）

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
む
た
め
、民
間
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

企
業
経
営
者
を
始
め
６
名
の
専
門
家
に
Ｃ

Ｉ
Ｏ
・
Ｃ
Ｄ
Ｏ
補
佐
や
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
就
任
い
た
だ
い
て
い
る
。

教
育
政
策
は
、一
人
ひ
と
り
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
、起
業
家
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
な
ど
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
。成
長
戦
略
会
議
に
お

い
て
、人
づ
く
り
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め

る
べ
き
で
あ
る
。

（
知
事
政
策
局
長
）

　富
山
県
の
県
立
高
校
入
試
制
度
の
課

題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
さ
れ
て

い
る
の
か
？

に
お
い
て
は
魚
の
調
達
に
苦
労
し
て
い
る

と
聞
く
。お
い
し
い
魚
は
本
県
の
キ
ラ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
、夏
季
に
お
い
て
も
、安

定
的
に
魚
の
供
給
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

（
農
林
水
産
部
長
）

近
年
、急
速
冷
凍
技
術
の
進
展
に
よ
り
、

解
凍
し
た
際
に
鮮
魚
と
遜
色
な
い
品
質
が

確
保
さ
れ
る
な
ど
、高
鮮
度
を
維
持
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
お
り
、県
内
の

漁
協
で
は
、こ
う
し
た
機
器
を
導
入
し
、シ

ロ
エ
ビ
や
ホ
タ
ル
イ
カ
の
冷
凍
品
の
出
荷
の

計
画
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、県
と
し
て
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

め
て
、庄
川
と
和
田
川
と
の
合
流
点
改
善

事
業
の
早
期
着
手
に
向
け
て
、国
に
強
く

働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。（

土
木
部
長
）

洪
水
時
に
庄
川
の
水
位
が
高
く
な
る
と
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
合
流
す
る
和
田
川
の

水
位
も
上
昇
す
る
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象

が
発
生
し
、結
果
と
し
て
、和
田
川
の
堤
防

高
等
が
不
足
し
、氾
濫
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
。国
で
は
、複
数
の
案
に
よ
る
処
理

方
式
の
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。重
要
な

事
業
で
あ
り
、早
期
着
手
に
向
け
取
り
組

む
。海

王
丸
パ
ー
ク
や
富
山
新
港
東
埋
立
地

に
お
け
る
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
通
じ

て
、海
王
丸
パ
ー
ク
開
園
30
周
年
、新
湊
大

橋
開
通
10
周
年
を
節
目
に
、射
水
市
ベ
イ

エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

（
土
木
部
長
）

射
水
市
ベ
イ
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
に
は
民

間
活
力
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。

射
水
市
か
ら
、海
王
丸
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
が
イ
ベン
ト
な
ど
で
利
用
し
や

す
い
環
境
整
備
や
民
間
活
力
の
導
入
に
関

し
て
勉
強
会
へ
の
参
加
の
打
診
が
あ
り
、県

と
し
て
も
趣
旨
に
賛
同
し
、参
加
・
協
力
す

る
旨
返
答
し
た
。

夏
季
は
、夏
休
み
や
帰
省
な
ど
に
よ
り

魚
へ
の
需
要
が
高
ま
る
に
も
関
わ
ら
ず
、例

年
、漁
獲
量
が
大
幅
に
落
ち
込
み
、飲
食
店

県
で
は
、園
芸
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

今
年
度
か
ら「
１
億
円
産
地
づ
く
り
」を
見

直
し
、「
稼
げ
る
経
営
体
・
産
地
の
育
成
」へ

と
方
針
の
転
換
を
図
っ
た
が
、そ
の
狙
い
を

問
う
。

（
横
田
副
知
事
）

１
億
円
産
地
づ
く
り
に
よ
り
、生
産
拡
大

や
収
益
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
産
地
も

あ
る
。こ
の
た
め
、今
年
度
か
ら
、１
億
円
産

地
事
業
の
対
象
だ
っ
た
戦
略
品
目
以
外
に

も
地
域
に
合
っ
た
振
興
品
目
への
支
援
も
す

る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、収
益
を
上
げ
産
地
を
け
ん

引
す
る
リ
ー
ディン
グ
経
営
体
への
技
術
・
販

売
の
重
点
的
支
援
と
そ
の
横
展
開
、省
力

機
械
や
ハ
ウ
ス
の
導
入
の
支
援
等
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
〜
２
０
２
０
年
に
か
け
て

の
農
地
あ
た
り
の
成
長
率
に
つ
い
て
、富
山

県
は
全
国
最
下
位
と
の
結
果
が
出
た
。危

機
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、認
識
と
今
後
の
方
針
を
問
う
。

（
知
　事
）

主
食
用
米
か
ら
の
転
換
の
観
点
か
ら
、ま

ず
、植
付
け
・
収
穫
作
業
等
の
機
械
化
体
系

が
確
立
し
、需
要
が
見
込
ま
れ
る
た
ま
ね

ぎ
、に
ん
じ
ん
、キ
ャ
ベ
ツ
、さ
と
い
も
を
重
点

品
目
に
す
る
。排
水
対
策
や
大
区
画
化
な

ど
、ほ
場
の
改
善
を
進
め
、水
田
を
活
用
し

て
の
作
付
拡
大
も
図
る
。園
芸
を
核
と
し
た

高
収
益
農
業
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
生
産
者
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

近
年
、集
中
豪
雨
が
相
次
い
で
お
り
、改

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
、人
づ
く
り
は
、一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、学
校
の
中
だ
け
で

行
う
の
で
は
な
く
、社
会
全
体
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。人
材
育
成
は
各
戦
略
に
横

断
的
に
関
連
す
る
重
要
課
題
で
あ
り
、個

別
の
Ｐ
Ｔ
の
設
置
も
含
め
て
、ど
の
よ
う
に

議
論
を
深
め
る
か
検
討
し
た
い
。

知
事
の
責
任
の
も
と
で
、次
年
度
か
ら

統
廃
合
を
含
む
高
校
再
編
を
前
提
と
し
た

議
論
が
始
ま
る
と
考
え
て
良
い
の
か
所
見

を
問
う
。

（
知
　事
）

①
県
立
高
校
と
私
立
高
校
の
役
割
や
公

私
比
率
の
あ
り
方
、②
普
通
科
職
業
科
の

比
率
の
あ
り
方
、③
学
区
の
あ
り
方
等
の

議
論
を
進
め
た
い
。そ
の
上
で
、来
年
度
以

降
の
検
討
の
場
や
検
討
組
織
の
あ
り
方
も

含
め
、高
校
再
編
に
つ
い
て
、学
校
規
模
や

基
準
な
ど
の
基
本
的
な
方
針
を
、慎
重
か
つ

丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

県
立
大
学
の
新
学
部
棟
の
設
置
の
狙
い

や
建
設
規
模
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い

る
の
か
問
う
。

（
経
営
管
理
部
長
）

近
い
将
来
、毎
年
数
万
人
規
模
で
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
人
材
が
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

現
在
、県
立
大
学
で
は
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
力
と
地
域
・
産
業
の
現
場
に
応
用
で
き
る

力
を
兼
ね
備
え
た
人
材
育
成
を
目
指
す
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。ま
た
、施
設
の
建
設

規
模
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
、３
階
か
ら

４
階
建
て
で
、３
，０
０
０
㎡
〜
４
，０
０
０

㎡
の
規
模
を
想
定
し
て
い
る
。

令
和
４
年
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

問 

子
ど
も
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ（
幸
福
度
）の
向
上
に
つ
い
て

令
和
５
年
２
月
定
例
会
　
予
算
特
別
委
員
会

答答答答 問問

答答

答答答 問問

答答 問問答答答 問問

問問

問問答 問答 問答 問問 問

（
教
育
長
）

調
査
書
・
内
申
点
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

国
は
、受
検
時
の
学
力
が
十
分
に
評
価
が

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お

り
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
す
る
よ
う
に
求

め
て
い
る
。富
山
県
に
お
い
て
も
、入
学
者
選

抜
の
制
度
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、中
学
校

や
高
校
か
ら
広
く
意
見
聴
取
し
て
、必
要
に

応
じ
て
丁
寧
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

学
力
調
査
と
調
査
書（
内
申
点
）の
バ

ラ
ン
ス
、学
年
間
の
比
重
、不
登
校
の
子
ど

も
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
必

要
で
は
な
い
か
？

（
教
育
長
）

県
教
育
委
員
会
で
は
入
試
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、高
校
と
中
学
校
の
関
係
者
で

つ
く
る
連
絡
協
議
会
を
毎
年
開
き
協
議
し

て
き
て
い
る
。今
後
も
、不
登
校
経
験
者
を

含
め
た
す
べ
て
の
生
徒
が
安
心
し
て
進
路
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
に
議
論
を
進
め

た
い
。調

査
書（
内
申
書
）に
学
校
外
の
活
動

（
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
）が
評
価
さ
れ
な
い

例
が
あ
る
が
現
状
は
ど
う
か
？

（
教
育
長
）

高
校
と
中
学
校
の
関
係
者
で
つ
く
る
連

絡
協
議
会
で
調
査
書
の
記
載
事
項
を
確
認

し
て
実
施
要
領
で
記
入
内
容
の
例
を
示
し

た
上
で
、中
学
校
に
対
す
る
説
明
会
で
取

り
扱
い
を
周
知
し
て
い
る
。部
活
動
以
外
の

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、校
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
ティ

ア
活
動
な
ど
顕
著
な
も
の
を
記
入
す
る
と

明
記
し
て
い
る
。部
活
動
の
地
域
移
行
が
進

む
こ
と
を
踏
ま
え
、「
部
活
動
等
」と
し
て
い

る
。

教
育
長
は
、富
山
県
の
入
学
者
選
抜
制

度
に
課
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
？

（
教
育
長
）

不
断
に
見
直
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、ご
指
摘
も
踏
ま
え
て
、し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
校
の
特
色
化
と
入
学
者
選
抜
は
密

接
に
関
係
し
て
い
る
。高
校
再
編
の
議
論

の
中
で
、入
試
制
度
改
革
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
知
　事
）

指
摘
の
と
お
り
高
校
の
特
色
化
と
入
学

者
選
抜
制
度
は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。今

後
も
高
校
教
育
改
革
に
合
わ
せ
て
、入
学

者
選
抜
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。今
後
も
国
の
動
向
や
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、よ
り
良
い
制
度

の
検
討
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

県
立
高
校
と
私
立
高
校
に
お
い
て
、授

業
料
が
無
償
と
な
る
所
得
水
準
に
違
い
が

あ
る
。是
正
が
必
要
で
あ
る
。

（
知
　事
）

公
立
・
私
立
で
差
が
生
じ
て
い
る
年
収

5
9
0
万
円
か
ら
9
1
0
万
円
の
世
帯
に

対
し
、国
の
就
学
支
援
制
度
に
上
乗
せ
す
る

形
で
県
単
独
で
支
援
し
て
い
る
が
、新
年
度

か
ら
は
上
乗
せ
額
を
拡
充
し
、私
立
高
校

生
を
持
つ
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
。他
県
に
比
べ
る
と
真
ん
中
よ
り
は
上
に

き
た
と
思
う
。

来
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
高
校
の
あ
り

方
の
検
討
に
際
し
て
は
、県
立
高
校
に
留

ま
ら
ず
、県
立
私
立
の
役
割
分
担
を
含
め

た
議
論
が
必
要
。教
育
委
員
会
で
は
な
く

総
合
教
育
会
議（
知
事
）の
も
と
に
設
置
す

べ
き
。

（
知
　事
）

教
育
委
員
会
に
新
た
に
検
討
会
議
を
つ

く
り
、県
立
高
校
の
あ
り
方
や
高
校
再
編

に
関
す
る
学
校
規
模
や
基
準
な
ど
を
検
討

す
る
。私
は
、こ
の
会
議
の
場
で
、私
立
高
校

の
状
況
も
踏
ま
え
た
議
論
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
を
終
え
て・・・

質
問
の
内
容
は
、翌
日
の
朝
刊
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

新
田
知
事
の
答
弁
は
、曖
昧
な
部

分
も
あ
り
ま
し
た
が
、知
事
が
議
会
の

場
で「
高
校
教
育
改
革
に
合
わ
せ
、入

学
者
選
抜
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
」と
発
言
し
た
意
味
は

重
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、知
事
の

発
言
を
受
け
止
め
て
、新
年
度
立
ち

上
が
る
、高
校
再
編
の
検
討
会
議
の

場
に
お
い
て
、一つ
の
テ
ー
マ
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

❸ ❷


